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１．はじめに
本学では2016年９月から人工知能（IBM Watson）

による学生のための自己成長支援システムを構築

しています。本システムの導入経緯や内容につい

て紹介いたします。

２．本学の特色
まずは、本学の特色について説明いたします。

(１) 宿題が多い大学

正確にリサーチしたわけではありませんが、「宿

題が多い大学ランキング」というものがあったと

したら、本学は上位にランクインするのではない

かと思います。

学生は毎週のようにレポートや課題の締め切り

に追われています。このような宿題をたくさん抱

える学生に対応するため、数学や物理、英語、プ

ログラミングなどの支援を行なう学修支援センタ

ーが学内に設置されており、学生の学修支援を積

極的に行っている大学です。

(２) 自己成長を記録するポートフォリオシステム

２番目の特色として、全ての学生は、学修に対

する、目標、計画、改善といった成長履歴をポー

トフォリオシステムに入力しています。本学でポ

ートフォリオシステムを導入してから10年以上経

過しており、膨大な量のポートフォリオのデータ

が蓄積されています。

(３) プロジェクト活動が活発

３番目の特色として、プロジェクト活動が活発

に行われている大学です。プロジェクト活動とは、

放課後や夏休みといった授業時間外に、学年や学

部・学科の枠組みを超えてチームを編成し、もの

づくりや地域の課題解決などに取り組む活動です。

これらのプロジェクト活動の中では、多くの知識

や技術が身につくことはもちろんですが、チーム

ワークやリーダーシップといった人間形成に繋が

る様々な経験を積むことができ、多くの学生に参
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加することを推進しています。現在、100を超え

るプロジェクトに４割を超える学生が卒業までに

プロジェクト活動を経験し、授業のない土曜日で

も、学内はプロジェクト活動を行っている学生で

賑わっています。

３．本学における課題
このように、本学では学生にとってかなり充実

した学修支援環境が提供できていると考えていま

す。では、なぜWatsonのような人工知能を導入す

る必要があったのか、その理由について本学が抱

える課題等に触れながら説明いたします。

(１) 修学支援の問題点

本学では、修学アドバイザーという役割を教員

の方々にお願いをしています。修学アドバイザー

とは担任の先生のような役割で、修学アドバイザ

ーは自分が受け持っている全ての学生と個別面談

を年に２回程度行っています。この個別面談の本

来の目的は、全ての学生に対して成長を支援する

ためのアドバイスを提供することにあるのですが、

実際は問題を抱える学生への支援が優先される傾

向にあります。全ての学生に同じような修学支援

を提供できる環境が用意できないかを考える必要

があります。

(２) プロジェクト活動と学生のミスマッチ

もう１つの課題は、先ほど紹介したプロジェク

ト活動が次々と発足することから、学生が思い描

いたものと、参加したプロジェクト活動とのミス

マッチが起こってしまっているということです。

現在、約3,000名の学生がプロジェクト活動に参加

しています。裏を返せば残りの4,000名の学生が課

外プロジェクトを経験することなく卒業している

ということになります。プロジェクト活動に参加

しなかった学生からは、プロジェクトの存在を知

らなかったという声や、プロジェクト活動に参加

した学生からも、思っていた活動と違っていたた

めにすぐにやめてしまったという声が聞かれます。



図１　自己成長支援システムのイメージ
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このようなミスマッチをなくすことで、学生がプ

ロジェクト活動に参加する割合をもっと上げるこ

とができると考えています。

４．人工知能を導入した経緯について
前述のポートフォリオには過去10年分、約１万

５千人分の学生が入力した、希望の進路を目指す

ために取り組んだこと、資格を取得するために何

をしてきたか、人間力を上げるためにどんな努力

をしてきたかなど、貴重なデータが蓄積されてい

ますが、有効に活用する術がありませんでした。

これらのデータを修学支援の問題やプロジェクト

活動のミスマッチの解決に役立てることが本シス

テムの狙いです。しかし、人の手でこれらの膨大

なデータを分析することは非常に困難です。その

ため人工知能を導入し、これまでの成績や単位数、

出席率などの構造化データに加え、ポートフォリ

オのような非構造化データを人工知能に分析、学

習させることで、さらに新しい知見を見出すこと

ができるのではないかと考えています。ここで得

られた新しい知見から学生一人ひとりの多様な

夢・目的、目標、計画に対して最適なアドバイス

を提供できる仕組みを構築しようと取り組んでい

ます。（図１）

５．自己成長支援システムのご紹介
本学では、学生の成長をステークホルダーであ

る企業の方々に、学生自らがプレゼンテーション

を行い自分自身のことを理解していただくための

イベントとしてKITステークホルダー交流会を毎年

開催しています。その交流会において、バイオ化

学部応用化学科１年の学生が、自身の成長につい

て次のようなことを話しました。

①人とディスカッションを行なう仕事に興味を

持っている

②新しい地域連携プロジェクトに参加したい

③人の意見をまとめるのが苦手で、リーダーシ

ップがまだ発揮できていない

この学生が語った①から③までの項目について、

人工知能であるWatsonのツールを使ってアドバイ

スを行なうという形でシステムの紹介を行います。

（１） 構文解析技術を利用したアドバイス

１番目のアドバイスはWEX-AC（図２）という

ツールを使って、人とディスカッションを行う仕

事に興味を持つ学生に新しい地域連携プロジェク

トを紹介します。WEXとはWatson Explorerの略に

なりますが、このツールは構文解析などテキスト

データを取り扱うことが得意です。

WEX-ACの中には本学の過去10年、１万５千人

分の卒業生のデータが格納されています。登録さ

れているデータは成績や出席率、修得単位数など

の構造化データと学生が入力したポートフォリオ

などの非構造化データです。WEX-ACは構造化デ

ータと非構造化データとの相関も取ることができ

ます。

まずは、WEX-ACで卒業生が入力したポートフ

ォリオから「ディスカッション」という言葉が含

まれている文章を抽出して、その文章を入力した

学生がどのようなプロジェクト活動に参加してい

たかを調べてみます。すると「ディスカッション」

という言葉はPMP（PsychoLogical Marketing Project）

との相関が高いことが分かりました。さらにPMP

に参加している学生

がポートフォリオに

どのようなことを入

力しているかを調べ

てみると、次ページ
図３のような結果が

得られました。

このようにPMPに

参加している学生の

ポートフォリオには

「PMPで竪町とディ

スカッション」や

「PMPで企業とディ

スカッション」など

と登録されており、

確かに地域の方や企

業などとディスカッ

ションを行っている

プロジェクト活動と

いうことが分かりま図２　WEX-ACの画面



28 JUCE Journal 2017年度 No.4

大学の組織的な取り組みの工夫

出された卒業生がリーダーシップについ

てどのようなことを考えていたかをポー

トフォリオから確認します。

図６はWEX-ACを使って、抽出された

卒業生のポートフォリオからリーダーシ

ップについて入力された内容を表示して

います。この卒業生はリーダーシップに

ついて「メンバー１人ひとりの特徴を活

かすように心がける」とか「チーム活動

でみんなをまとめ、意見を発表しリーダ

ーの立ち位置でいる」ということを考え

ていたようです。この内容を見て、リー

ダーシップの能力が高い卒業生はこんな

図４　学生類似検索アプリケーション

果（図５）によると、リーダーシップは外向性の

自己主張という値に影響されることが分かりまし

た。ということは、外向性の値をあげる

ようなアドバイスをこの学生に行えば、

リーダーシップの力も身につくものと思

われます。

先ほど紹介した学生類似検索アプリケ

ーションは、自分に似た卒業生を検索で

きるだけではなく、成績や所属プロジェ

クト、性格分析の５つの特性など、自分

の項目の値を変更して検索することで、

値を変更した後の自分に似た卒業生を抽

出することもできます。この機能を使っ

て、自分の外向性の値を高く設定して検

索を行い、外向性を高くした自分と似た

卒業生を抽出します。さらに、ここで抽
図３　WEX-ACによる調査結果

このアプリケーションの「あなたはこんな人」

という項目は、学生が入力したポートフォリオ

の文章から性格分析を行い、性格分析の結果を

数値化してグラフを表示しています。性格分析

は「知的好奇心」、「誠実性」、「外向性」、「協調

性」、「感情起伏」という５つの特性で構成され

ています。性格を表すグラフの右にある「所属

学部」、「所属学科」、「所属クラブ」などの項目

は学生自身の情報です。これらの項目を使用し

てWatsonが１万５千人の卒業生の中から自分に

似た先輩を抽出してくれます。

リーダーシップに対するアドバイスですが、

学生類似検索アプリケーションの性格分析の結

（２）機械学習や性格分析を利用したアドバイス

２番目のアドバイスは、機械学習やPersonality

Insightsという学生が書いた文章から性格分析を

行うことができるWatsonのAPIを用いて、リー

ダーシップの力をつけるためのアドバイスを行

いたいと思います。

図４は機械学習やランキング学習を用いて、

学生自身の成績や履修科目、修得単位、ポートフ

ォリオなどのデータを元に、自分に似た卒業生

を検索することができるアプリケーションです。 図５　性格分析の結果

図６　卒業生のリーダーシップに関する記述

す。このプロジェクト活動を学生に勧めることで、

学生のニーズにあったアドバイスになると考えます。
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ことを考えて行動していたということを伝えるこ

とで、リーダーシップに対するアドバイスになる

と考えます。ここでのポイントは、単なる卒業生

ではなく自分に似た卒業生の考え方や行動という

ことで、親近感や説得力も増すのではないかと思

います。

（３）会話アプリケーションでの自動化

ここでは（１）と（２）で行ったアドバイスを

ConversationというWatson APIを使用して、自動化

したイメージを紹介します。このAPIは学生との会

話のやり取りを構築することができ、また（１）

で紹介したWEX-ACで得られた結果を呼び出した

り、（２）で紹介した性格分析や機械学習の結果を

呼び出すこともできます。（１）と（２）の内容を

Conversationで会話形式にしたものが図７になりま

す。白色の吹き出しがWatsonで、緑色の吹き出し

が学生の会話です。

このようにConversationを使うことで、学生が

Watsonからアドバイスを受けるための会話を構築

することができます。しかし、ここで紹介した会

話は１つのパターンに過ぎません。会話には様々

図８　KIT Watson Weekと自己成長支援システム

なパターンがあり、学生がWatsonと

自由に会話しながらアドバイスを受

けるには、会話のパターンの洗い出

しや設計が重要になります。今後も、

会話のパターンの洗い出しやシナリ

オ設計を継続し、機能を充実させて

いく必要があります。

なお、本学の自己成長支援システ

ムは（１）から（３）で紹介した

WatsonのツールやAPIを組み合わせ

て構築されています。

６．自己成長支援システムの公開
2017年８月に自己成長支援システ

ムのリリース第１弾目のイベントと

してKIT Watson Weekを開催しまし

た。このイベントでは学内に専用ブースを設け、

学生に自己成長支援システムを体験してもらい、

課題や使い勝手などの情報収集を行いました。図

８はイベントの概要とこの時リリースした自己成

長支援システムの画面イメージです。

KIT Watson Weekにて自己成長支援システムにつ

いてアンケートを行った結果、使ってみた感想は

概ね好評でした。しかし、わかりづらいとか択一

的な返答だったなどという意見もあり、これらの

意見もシステムに反映していこうと考えています。

７．おわりに
KIT Watson Weekでは、本学の修学支援について

もアンケートを行いました。その中の「自分自身

が成長するための具体的なアドバイスを必要とし

ていますか」という設問には、実に88％の学生が

必要としていると回答していました。この結果か

らも学生一人ひとりにあった成長を支援するシス

テムの実現という方向性は間違っていないと感じ

ています。今後も学生の成長のために自己成長支

援システムの改善や機能強化に取り組んでいきま

す。

図７　会話アプリケーションでの自動化


